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(PTVマージンにおける CTV形状変動を考慮することに

よる前立腺癌放射線治療への影響）

論文内容 の 要 1::::::, 

日

前立腺癌放射線治療において，計画標的体積（ planning target volume : PTV) 

は治療期間中のセットアップ誤差や臓器変位誤差を考慮して，臨床標的体積

( clinical target volume : CTV）に対して CTV-to-PTVマージン（以下，PTV

マージン）を付加することによって作成される．近年，画像誘導放射線治療

(image-guided radiation therapy: IGRT）により患者位置合わせの精度が向上し， PTVマ

ージンの縮小が可能となった． ．しかし，IGRTを行っても CTVの形状変動は補正するこ

とができない．したがって，本研究の目的は，PTVマージンにおける CTV形状変動を

考慮することによる前立腺癌放射線治療への影響について検討することである．

本研究では， CTVの形状変動を解析し，これらを考慮、した ・PTVマージンを

用いた放射線治療計画を提案した．さらじ， CTV形状変動の考慮の有無によ

る治療計画を用い，推定した治療時の線量分布の評価を行うことにより， PTV

マージンに CTVの形状変動を考慮する影響を調べた. Figure lに本研究のワ

ークフローを示す．

Figure 2に従来法（ PTVari）と CTV形状変動を考慮した提案手法（ PTV shape) 

によって推定された治療時の線量分布について ，低リスク， 中間リスク ，高

リスク CTVにおける CTVおよび直腸，勝脱の線量評価指標の平均値の結果

を示す.CTV形状変動を考慮した PTVマージンを用いた治療計画により ，推

定された治療時の線量分布において， CTVの線量分布は有意に向上した．ま

た，リスク臓器への線量の影響についても増加がみられたが，ほとんどの症

例で，臨床上許容可能であった．

本研究の結果は， CTVに対する線量分布の向上のために，毎回の CTV形状変動が PTV

マージンの決定において考慮、されるべきであることを示唆した．


